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西　

市
内
で
は
11
組
合
が
入

会
林
野
の
整
備
申
請
の
手
続

き
を
し
て
い
る
が
、
な
か
な

か
整
備
が
進
ま
な
い
。
市
で

権
限
委
譲
を
受
け
て
農
地
の

集
約
や
林
業
の
振
興
で
、
農

林
業
の
活
性
化
を
図
る
考
え

は
な
い
か
。

市
長　

権
限
委
譲
に
つ
い
て

は
、
事
務
的
負
担
も
あ
る

が
、
市
と
し
て
も
早
期
終
了

に
向
け
前
向
き
に
検
討
し
て

い
く
。

西　

農
地
中
間
管
理
機
構
へ

の
土
地
貸
借
は
、
現
在
所
有

者
が
条
件
で
集
約
の
障
害
と

な
っ
て
お
り
、
入
会
林
野
の

権
限
委
譲
を
受
け
、
振
興
を

図
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

本
年
度
中
に
進
め
た

い
。地

域
お
こ
し
協
力
隊
に

取
り
組
む
考
え
は

市
長
／
地
域
の
要
望
等
を
参

考
に
検
討
し
た
い

西　

全
国
的
に
地
方
の
過
疎

化
や
高
齢
化
が
進
行
し
、
若

者
や
人
口
減
少
で
地
域
の
活

力
が
衰
退
し
て
い
る
。
そ
こ

で
地
域
ブ
ラ
ン
ド
や
地
場
産

品
の
開
発
、
地
域
お
こ
し
の

支
援
、
農
林
水
産
業
へ
の
従

事
、
住
民
の
生
活
支
援
等
、

地
域
協
力
活
動
と
地
域
定
住

を
図
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
取
り
組
む
考
え
は
。

市
長　

都
市
地
域
の
意
欲
あ

る
人
が
、
市
民
と
は
違
う
発

想
で
新
し
い
動
き
や
刺
激
を

与
え
る
活
動
に
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
、
地
域
の
要
望
や
他

市
町
村
を
参
考
に
検
討
し
て

い
く
。

権
限
移
譲
を
受
け
て
農
林
業

の
活
性
化
を
図
る
考
え
は

市
長
／�

早
期
完
了
に
向
け
前
向
き
に

検
討

入会林野

西　次雄  議員

市民の声を　
　行政に問う

議会会議録はここで見れます
◎校区・地区公民館
◎市立図書館
◎ホームページ（南九州市）

一般質問
13人が登壇
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世
界
恒
久
平
和

　
　

へ
の
取
り
組
み
は

市
長
／�

「
戦
争
放
棄
」
は
堅
持

憲法第９条

浜
田　

コ
ン
ポ
ス
ト
型
家
畜

排
泄
物
処
理
等
の
企
業
誘

致
、
こ
れ
に
よ
る
環
境
保
全

型
農
業
の
推
進
及
び
生
産
さ

れ
た
お
茶
の
海
外
展
開
に
対

す
る
見
解
を
問
う
。

市
長　

環
境
保
全
型
農
業
に

取
り
組
み
、
持
続
性
の
高
い

農
業
生
産
方
式
の
導
入
を
促

進
す
る
こ
と
が
本
市
農
業
の

推
進
に
必
要
と
考
え
る
。
家

畜
排
泄
物
処
理
の
た
め
の
企

業
誘
致
は
、
原
料
収
集
と
処

理
後
の
排
出
物
取
り
扱
い
に

課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か

ら
慎
重
に
対
応
す
る
。

　

お
茶
に
つ
い
て
は
、
海
外

で
販
売
で
き
る
生
産
体
制
の

確
立
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

地
方
創
生
の
た
め
の
若
者

定
住
化
、
転
入
に
対
す
る

子
育
て
支
援
の
活
用
は

市
長
／
生
活
環
境
・
雇
用
創
出

と
し
て
保
育
所
設
置
の

支
援
と
保
育
士
の
処
遇

改
善
を
進
め
る

浜
田　

地
方
創
生
の
若
者
世

代
の
定
住
化
、
転
入
を
促
す

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度

の
活
用
と
環
境
整
備
・
保
育

士
等
の
雇
用
創
出
の
政
策
を

問
う
。

市
長　

地
域
型
保
育
施
設
や

認
定
こ
ど
も
園
の
開
設
は
新

た
に
転
入
さ
れ
た
保
護
者
の

選
択
肢
が
増
え
る
も
の
と
考

え
る
。

　

す
で
に
実
施
し
た
「
保
育

士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
事

業
」、
さ
ら
に
国
の
補
助
事

業
で
あ
る
「
職
員
の
資
質
の

向
上
・
人
材
確
保
等
研
修
事

業
」
に
よ
り
、
保
育
士
の
処

遇
改
善
を
図
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
憲
法
第
９
条
へ
の
見
解

内
園　

市
長
は
、
南
日
本
新

聞
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
憲
法

第
９
条
に
つ
い
て
、
ど
ち
ら

か
と
言
え
ば
変
え
る
必
要
が

あ
る
」
と
し
て
い
る
。
一
方

で
は
、「
恒
久
平
和
に
生
か

そ
う
」
と
世
界
記
憶
遺
産
再

登
録
に
再
挑
戦
し
て
い
る
。

恒
久
平
和
を
希
求
す
る
の
な

ら
憲
法
第
９
条
を
守
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
長　

戦
争
放
棄
は
堅
持
す

べ
き
と
考
え
る
。

　

し
か
し
、
昨
今
の
近
隣
諸

国
の
動
き
を
鑑
み
る
と
専
守

防
衛
の
た
め
力
を
つ
け
て
お

か
ね
ば
国
益
は
守
れ
な
い
と

考
え
る
。

通
学
路
の
安
全
対
策
と

改
善
計
画
は

市
長
／
関
係
機
関
と
と
も

に
対
策
を
進
め
る

内
園　

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
学
校
が
連

携
し
て
通
学
路
安
全
マ
ッ
プ

を
作
成
し
て
い
る
が
、
危
険

箇
所
を
ど
の
程
度
把
握
し
て

い
る
か
。

　

ま
た
、
今
後
の
改
善
計
画

を
示
せ
。

教
育
長　

報
告
さ
れ
た
危
険

箇
所
か
ら
35
カ
所
を
抽
出
し

合
同
点
検
を
実
施
し
た
。　

　

対
策
完
了
が
19
カ
所
で
、

本
年
度
中
に
６
カ
所
を
対
策

す
る
予
定
で
あ
る
。
予
算
や

用
地
買
収
等
の
難
し
い
問
題

も
あ
る
が
、
合
同
点
検
を
実

施
し
た
す
べ
て
の
箇
所
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
と
と
も
に

対
策
を
進
め
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
教
室
の
エ
ア
コ
ン
設
置

浜田　茂久  議員

内園　知恵子  議員

家畜排せつ物処理施設

合同点検により確認された危険箇所

農
業
振
興

企業誘致と
お茶の海外展開の考えは
市長／�企業誘致は慎重に対応し、お茶

は生産体制の確立に取り組む



8

蓮
子　

商
工
業
を
中
心
に
市

内
で
中
小
事
業
者
が
事
業
を

行
っ
て
い
る
が
、
後
継
者
不

足
は
将
来
に
わ
た
る
課
題
で

あ
る
。
後
継
者
の
育
成
・
確

保
の
た
め
、
よ
り
充
実
し
た

施
策
を
展
開
す
る
考
え
は
な

い
か
。

市
長　

指
摘
の
と
お
り
、
本

市
商
工
業
に
お
け
る
後
継
者

に
つ
い
て
は
、
人
材
確
保
や

育
成
の
面
で
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
一
方
、
商
工
組
織
で

は
、
後
継
者
育
成
支
援
に
関

し
多
様
な
助
成
制
度
が
あ

る
。
今
後
、
南
九
州
市
創
生

総
合
戦
略
に
お
い
て
、
商
工

業
後
継
者
育
成
の
施
策
を
検

討
す
る
。

作
業
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

対
策
に
取
り
組
む
考
え
は

市
長
／
就
労
環
境
の
改
善
に

努
め
る

蓮
子　

シ
ル
バ
ー
世
代
や
障

害
の
あ
る
人
た
ち
が
作
業
時

に
、
つ
ま
ず
き
等
に
よ
り
ケ

ガ
を
す
る
恐
れ
の
あ
る
作
業

所
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
人
た
ち
が
戦
力

と
し
て
活
躍
で
き
る
環
境
整

備
に
対
す
る
施
策
を
展
開
す

る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
個
人
の
能
力
に
あ
っ

た
就
労
が
で
き
る
よ
う
に
運

営
し
て
い
る
。

　

就
労
を
希
望
さ
れ
る
障
害

者
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
事

業
所
の
職
場
環
境
の
整
備
を

含
め
障
害
者
就
労
環
境
の
改

善
を
前
向
き
に
検
討
す
る
。

よ
り
、
自
治
体
も
対
策
に
本

格
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
る
か
。

市
長　

空
き
家
に
係
る
諸
問

題
の
対
策
を
重
点
的
に
実
施

す
る
た
め
、
本
年
度
か
ら
防

災
安
全
課
に
総
合
窓
口
を
設

置
し
、
現
在
同
課
で
計
画
を

作
成
中
で
あ
る
。
空
き
家
対

策
は
問
題
解
消
の
た
め
防

災
・
衛
生
・
景
観
等
多
岐
に

わ
た
る
政
策
課
題
で
あ
り
、

関
係
課
が
連
携
し
て
対
応
で

き
る
体
制
づ
く
り
を
考
え
て

い
く
。

　

ま
た
、
空
き
家
等
問
題
に

総
合
的
に
対
応
す
る
た
め
の

施
策
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
万
全
の
体
制
で
臨
め
る

よ
う
今
年
12
月
ま
で
に
「
空

き
家
対
策
条
例
」
を
制
定

し
、
来
年
度
か
ら
の
実
施
を

考
え
て
い
る
。

山
下　

空
き
家
所
有
者
の
適

正
な
管
理
を
促
す
た
め
の
条

例
等
を
、
４
０
０
を
越
え
る

自
治
体
が
す
で
に
制
定
し
、

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
高
齢

化
・
過
疎
化
の
進
展
に
伴
い
、

さ
ら
に
空
き
家
が
増
加
す
る

と
み
ら
れ
る
。
空
き
家
対
策

特
別
措
置
法
の
全
面
施
行
に

南九州議会だより　第31号　一般質問

中
小
企
業
者
の
後
継
者
育
成
は

市
長
／�
後
継
者
育
成
の
施
策
を
検
討
す
る

商工業振興

蓮子　幹夫  議員

川辺仏壇の後継者

山下　つきみ  議員

年々増加していく空き家

空
き
家
対
策

計画作成や組織体制を
どのように進めていくか
市長／�今年度条例を制定し、２８年度

から実施の予定
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新
ご
み
処
理
施
設
の

　
　
　
　

基
本
方
針
は

市
長
／�
６
項
目
の
覚
書
を
構
成
市
で

締
結

ごみ処理亀
甲　

南
薩
地
区
衛
生
管
理

組
合
で
協
議
さ
れ
て
い
る
新

し
い
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い

て
、
現
段
階
で
の
基
本
方
針

を
示
せ
。

市
長　

基
本
方
針
と
し
て
共

同
処
理
区
域
、
供
用
開
始
目

標
年
月
日
、
負
担
方
法
、
処

理
方
式
、
建
設
候
補
地
の
選

定
の
６
項
目
を
組
合
構
成
市

４
市
で
覚
書
を
締
結
し
て
い

る
。

亀
甲　

南
九
州
市
か
ら
建
設

候
補
地
と
し
て
勝
目
地
域
か

ら
２
カ
所
選
定
さ
れ
て
い
る

が
、
今
回
も
今
ま
で
と
同
じ

で
、
場
所
を
選
定
し
た
後
、

自
治
会
長
に
説
明
を
し
て
い

る
。
地
域
で
は
、
住
民
の
知

ら
な
い
と
こ
ろ
で
選
定
さ
れ

て
い
る
と
の
反
発
も
あ
る
。

　

特
に
大
丸
地
区
に
あ
る
清

掃
セ
ン
タ
ー
の
隣
が
候
補
地

に
選
定
さ
れ
て
い
る
が
、
過

去
、
住
民
に
多
大
な
負
担

を
か
け
た
こ
と
が
あ
る
た
め
、

選
定
箇
所
か
ら
外
せ
な
い
か
。

　

ま
た
、
早
急
に
選
定
さ
れ

た
地
域
の
住
民
に
説
明
を
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

市
民
生
活
課
長　

住
民
か
ら

要
望
が
あ
れ
ば
説
明
会
を
実

施
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
合
併
処
理
浄
化
槽

○
お
茶
の
振
興

○
生
活
困
窮
者
の
支
援

亀甲　俊博  議員

川辺清掃センター

深
町　

空
き
家
等
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
が
平
成

27
年
５
月
26
日
に
全
面
施
行

さ
れ
た
が
、
本
市
の
空
き
家

及
び
特
定
空
き
家
の
状
況
を

示
せ
。

　

ま
た
、
特
別
措
置
法
の
施

行
に
伴
い
、
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
か
。

市
長　

総
務
省
統
計
局
の

実
施
し
た
平
成
25
年
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
に
よ
る
と
、

３
９
６
戸
と
な
っ
て
い
る
。

　

万
全
の
体
制
で
臨
め
る
よ

う
今
年
12
月
ま
で
に
空
き
家

対
策
条
例
を
制
定
し
、
平
成

28
年
度
か
ら
実
施
す
る
。

Ｎ
Ｉ
Ｅ（
教
育
に
新
聞
を
）

の
活
用
す
る
考
え
は

教
育
長
／�

新
聞
社
と
活
用
協

定
を
結
ん
で
取
り

組
ん
で
い
る

深
町　

小
・
中
学
校
の
授
業

に
お
い
て
、
新
聞
を
教
材
と

し
て
活
用
す
る
考
え
は
な
い

か
。

教
育
長　

Ｎ
Ｉ
Ｅ
教
育
は
新

聞
を
生
き
た
教
材
と
し
て
活

用
し
、
児
童
生
徒
の
社
会
に

対
す
る
興
味
、
関
心
を
育
て

る
と
と
も
に
、
情
報
活
用
に

関
心
を
高
め
る
な
ど
、
幅
広

い
人
間
形
成
に
役
立
つ
教
育

で
あ
る
。

　

平
成
23
年
９
月
に
南
日
本

新
聞
社
と
新
聞
活
用
協
定
を

結
ん
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

深
町　

小
・
中
学
校
の
図
書

室
に
新
聞
を
設
置
し
て
い
る

か
。

教
育
長　

中
学
校
は
す
べ
て

配
置
。
小
学
校
は
一
律
に
予

算
化
で
き
て
い
な
い
。

深町　幸子  議員

NIE推進パンフレット

空
き
家
対
策

特別措置法の施行に伴う
今後の取り組みは
市長／�空き家対策条例を１２月までに

制定
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蔵
元　

人
工
造
林
状
況
、
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
等
の
齢
級
別
構

成
は
。

市
長　

森
林
面

積
は
総
面
積
の

約
53
％
。
人
工

造
林
は
１
万
３

７
４
８
ヘ
ク
タ

ー
ル
で
森
林
面

積
の
約
73
％
。

民
有
林
の
約
69

％
が
ス
ギ
で
、

約
29
％
が
ヒ
ノ

キ
で
あ
る
。
齢

級
別
の
構
成

は
、
１
齢
級
か

ら
７
齢
級
が

17
％
、
８
齢
級

か
ら
10
齢
級
が

64
％
、
11
齢
級
以
上
が
19
％

と
な
り
、
今
後
主
伐
期
を
迎

え
る
。

蔵
元　

森
林
の
持
つ
多
面
的

機
能
を
活
か
し
な
が
ら
、
林

業
の
振
興
を
図
る
考
え
は
な

い
か
。

市
長　

平
成
26
年
に
策
定
し

た
南
九
州
市
森
林
整
備
計
画

に
基
づ
き
、整
備
を
進
め
る
。

　

加
工
・
流
通
・
消
費
に
関

し
て
は
、
県
の
森
林
・
林
業

振
興
基
本
方
針
等
を
活
用
し

な
が
ら
鹿
児
島
県
・
森
林
組

合
・
営
林
署
・
各
市
・
製
材

業
者
等
と
連
携
及
び
情
報
の

共
有
を
図
り
な
が
ら
広
域
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

農
地
の
確
保
、
栽
培
技
術
、

雇
用
、
販
売
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　

ま
た
、
茶
市
場
は
県
内
の

27
社
の
買
参
人
組
合
員
に
限

定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
市
場

の
運
営
委
員
会
へ
生
産
者
か

ら
の
改
善
要
望
書
を
提
出
す

る
。

伊
瀬
知　

知
覧
茶
の
定
義
、

表
示
基
準
、
流
通
業
界
や
消

費
者
へ
の
周
知
等
の
方
策
、

貯
蔵
施
設
及
び
出
荷
工
場
等

の
整
備
、
流
通
体
制
強
化
に

つ
い
て
地
方
総
合
戦
略
に
位

置
づ
け
て
事
業
化
で
き
な
い

か
。

市
長　

南
九
州
市
内
で
生
産

加
工
さ
れ
た
お
茶
を
「
知
覧

茶
」
と
し
、
流
通
対
策
協
議

会
に
お
い
て
、
国
が
保
護
す

る「
地
理
的
表
示
保
護
制
度
」

の
認
可
を
受
け
て
ブ
ラ
ン
ド

の
確
立
を
図
る
。

　

施
設
、
流
通
体
制
に
つ
い

て
は
、「
地
方
創
生
総
合
戦

略
」
に
位
置
づ
け
て
事
業
化

を
進
め
る
。

伊
瀬
知　

茶
の
価
格
低
迷
が

続
く
中
で
茶
農
家
に
対
す
る

複
合
経
営
の
指
導
に
ど
う
取

り
組
む
か
。

　

ま
た
、
茶
市
場
の
取
引
に

お
い
て
生
産
者
の
意
向
は
反

映
さ
れ
て
い
る
か
。

市
長　

茶
の
農
閑
期
を
活
用

し
た
秋
冬
野
菜
栽
培
者
が
多

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

森
林
整
備
の
現
状
と
計
画
は

市
長
／�
南
九
州
市
森
林
整
備
計
画
に
基

づ
き
林
業
振
興
を
図
る

林業振興

蔵元　慎一  議員

伊瀬知　正人  議員

茶業振興のため発券された「茶いっぺ商品券」

茶
業
振
興

厳しい茶業情勢をどのよう
に解決していくか
市長／�国の認定を受け国内外で消費

拡大を図る

植林のようす（緑の少年団）

高性能林業機械
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複
式
学
級
の
解
消
を

市
長
／�
地
域
か
ら
の
要
望
で
対
応
し

た
い

小学校再編竹
迫　

児
童
の
教
育
環
境
を

考
慮
す
る
と
、
小
学
校
を
統

合
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
統

合
に
向
け
た
教
育
委
員
会
の

基
本
方
針
を
早
急
に
作
成
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
第
一
に
考
え
、

保
護
者
や
地
域
か
ら
の
要
望

が
あ
れ
ば
教
育
委
員
会
と
連

携
し
て
誠
実
に
対
応
し
た

い
。

教
育
長　

小
規
模
校
に
は
家

庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
教
育

を
受
け
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
反
面
、
ク
ラ
ス
替
え
が

で
き
な
い
。
人
間
関
係
が
固

定
化
し
、
多
様
な
考
え
方
を

論
理
的
に
思
考
す
る
力
が
育

ち
に
く
い
課
題
を
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
本
市
の
学
校
の
あ

り
方
検
討
委
員
会
が
「
複
式

学
級
の
解
消
が
で
き
る
学
校

づ
く
り
を
目
指
す
」
と
の
基

本
方
針
を
示
し
て
お
り
、
保

護
者
や
地
域
住
民
か
ら
統
廃

合
の
要
望
が
上
が
っ
て
き
た

ら
支
援
を
図
り
た
い
。

竹
迫　

地
域
か
ら
声
が
出
づ

ら
い
面
も
あ
る
。
待
つ
だ
け

で
な
く
教
育
委
員
会
か
ら
投

げ
か
け
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

教
育
長　

教
育
内
容
等
も
総

合
的
に
考
え
、
投
げ
か
け
て

い
く
。

そ
の
他
の
質
問

○
西
頴
娃
駅
の
維
持
管
理
費

竹迫　毅  議員

学校の再編・統合に向けた会議

東　

現
在
の
土
砂
災
害
危
険

箇
所
数
と
整
備
状
況
は
。

市
長　

土
砂
災
害
危
険
箇
所

は
66
カ
所
で
、
整
備
済
み
18

カ
所
、
未
整
備
48
カ
所
で
あ

る
。
急
傾
斜
地
危
険
箇
所
は

59
カ
所
で
、
整
備
済
み
は
31

カ
所
、
未
整
備
が
28
カ
所
で

あ
る
。

　

平
成
26
年
度
末
現
在
の
危

険
箇
所
の
整
備
率
は
39
％
と

な
っ
て
い
る
。

東　

今
後
の
整
備
計
画
は
。

市
長　

現
在
の
土
砂
災
害
危

険
箇
所
整
備
に
つ
い
て
は
、

県
営
の
砂
防
事
業
や
県
単
急

傾
斜
崩
壊
対
策
事
業
を
活
用

し
て
整
備
を
５
カ
所
で
実
施

し
て
お
り
、
今
後
も
積
極
的

に
取
り
組
む
。

土
曜
授
業
の
事
業
評
価
は

教
育
長
／
各
校
の
課
題
や
特

性
を
踏
ま
え
創
意

工
夫
し
て
い
る

東　

県
下
の
小
中
学
校
で
土

曜
授
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
と
な
っ
た
要
因
は
。

教
育
長　

県
教
育
委
員
会
の

方
針
に
基
づ
き
、
市
町
村
に

委
ね
た
こ
と
に
よ
り
南
薩
地

区
の
教
育
長
会
で
い
っ
し
ょ

に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ

た
。

東　

土
曜
授
業
の
内
容
は
。

教
育
長　

各
学
校
が
自
校
の

教
育
課
題
や
特
性
等
を
踏
ま

え
創
意
工
夫
し
た
教
育
活
動

が
な
さ
れ
て
い
る
。

東　

今
後
の
計
画
は
。

教
育
長　

明
確
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
立
て
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
防
火
水
槽

○
中
学
校
武
道
の
必
修
化

東　兼喜  議員

急傾斜地の土砂災害

土
砂
災
害

土砂災害危険箇所
　　　　　の整備は
市長／�市民の生命・財産を守るた

め積極的に取り組む
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加
治
佐　

市
内
各
地
に
大
規

模
な
太
陽
光
発
電
施
設
が
設

置
さ
れ
、
大
雨
の
た
び
に
道

路
や
側
溝
に
雨
水
や
土
砂
が

溢
れ
る
状
況
を
聞
く
が
、
そ

の
対
策
を
問
う
。

市
長　

全
国
で
も
太
陽
光
パ

ネ
ル
の
設
置
に
よ
り
、
大
量

に
降
っ
た
雨
水
の
た
め
水
害

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
大
雨

な
ど
の
影
響
で
想
定
し
な
い

よ
う
な
状
況
が
発
生
し
、
当

該
施
設
の
近
隣
の
住
民
に
不

安
を
与
え
る
事
例
が
発
生
し

て
い
る
。

　

全
国
の
自
治
体
の
中
に
は

独
自
で
条
例
・
要
綱
等
を
制

定
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
本
市
と
し
て
も
内
部
で

協
議
し
対
策
を
検
討
す
る
。

加
治
佐　

県
道
石
垣
喜
入
線

の
喜
入
峠
付
近
に
多
数
の
発

電
施
設
が
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
対
応
を
し
て
い
る
か
。

建
設
課
長　

６
月
25
日
、
貯

水
池
や
排
水
対
策
に
つ
い

て
、
県
・
市
の
担
当
者
と
事

業
者
で
検
討
、
協
議
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
空
き
家
対
策

○
地
方
創
生

来
的
な
財
政
負
担
は
軽
減
さ

れ
る
。
多
く
の
保
護
者
や
地

域
住
民
と
の
合
意
を
形
成

し
、総
合
的
に
判
断
し
た
い
。

教
育
長　

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
様
々
な
観

点
か
ら
検
討
す
る
。
地
域
か

ら
再
編
の
要
望
が
出
さ
れ
た

ら
、
子
ど
も
達
の
健
や
か
な

成
長
を
第
一
に
考
え
、
保
護

者
や
地
域
住
民
の
十
分
な
理

解
と
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う

丁
寧
な
協
議
と
支
援
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

吉
永　

児
童
生
徒
が
減
少
す

る
中
、
教
育
環
境
や
財
政
を

考
慮
す
る
と
学
校
再
編
が
必

要
と
考
え
る
が
見
解
を
問

う
。

市
長　

施
設
の
維
持
管
理
か

ら
勘
案
し
て
も
財
政
コ
ス
ト

が
多
大
と
な
る
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。
統
廃
合
に
要
す
る

初
期
投
資
は
必
要
だ
が
、
将

太
陽
光
発
電
施
設
の

　
　
　
　
　

排
水
対
策
は

市
長
／�
条
例
・
要
綱
の
制
定
な
ど
対

策
を
検
討
す
る

排水対策

加治佐　民生  議員

大雨による土砂の流出

吉永　賢三  議員

再編に向けて要望書を提出

学
校
再
編

小・中学校の再編は

市長／�保護者や地域住民の合意を形
成し、総合的に判断したい

校
舎
の
安
全
管
理
は

教
育
長
／
教
育
関
係
施
設

の
整
備
を
計
画

的
に
実
施

吉
永　

老
朽
化
等
に
よ
り
校

舎
、
体
育
館
に
ク
ラ
ッ
ク
や

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剥
落
が
見

ら
れ
る
が
、
安
全
管
理
の
取

り
組
み
と
対
応
は
。

教
育
長　

各
学
校
で
は
、
目

視
点
検
に
よ
り
施
設
の
状
態

を
把
握
し
、
必
要
に
応
じ
て

修
繕
を
実
施
し
て
い
る
。

　

安
全
、
安
心
な
教
育
環
境

の
た
め
、
学
校
現
場
と
連
携

し
、
学
校
教
育
関
係
施
設
の

整
備
を
計
画
的
に
実
施
す

る
。


